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1© 音声： 呼気と声道の制御．

肺からだす呼気が声帯を振動．声道を抜けて音波が放射．
鼻孔や口内の動的な変化 → 音の変化

2©

言語： 母音と子音の組み合わせ → 単音節．
母音： 声帯の連続的なパルス発生．子音： 声帯の雑音．
声道の変化：フィルター． 呼気の力： 増幅器

3©

母音部分の音の高さ→連続パルスの周波数→ ピッチ周波数

4©

5©

6©

声の高さ（ピッチ）を一定に保ちながら，母音を発声．



7©

8©

9©

10© 基底画像の重ね合わせによる表現

11©

12© 固定基底の一例（左）とスパース符合化による基底（右）

13© 音声信号の基底（土台．128サンプル点）．

a, 環境音． b, 動物の鳴き声． c,音声． d,実際の神経反応から推測．

どんな複雑な波形でもいろいろな周波数の正弦波に分解できる．なぜ正

弦波（基底ベクトル）に分解するのといいのか．本当にいいのか．表現

したい信号群に応じて基底を作ろう．


